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物
価
が
高
騰
し
て
国
民

の
暮
ら
し
を
圧
迫
し
て
い

ま
す
。
食
品
の
値
上
げ
は

今
年
の
１０
月
が
最
も
多

く
、
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク

に
よ
る
と
、
１２
月
の
値
上

げ
は
１
７
５
品
目
で
、
４

月
ま
で
に
冷
凍
食
品
や
菓

子
な
ど
４
４
２
５
品
目
が

引
き
上
げ
ら
れ
る
予
定
と

の
こ
と
で
す
。
物
価
高
騰

の
原
因
は
ロ
シ
ア
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
略
が
引
き
起
こ

し
た
貿
易
の
縮
小
に
よ
り

原
燃
料
や
穀
物
の
国
際
価

格
が
急
上
昇
し
て
い
る
こ

と
と
、
急
激
な
円
安
に
よ

っ
て
輸
入
価
格
が
大
幅
に

上
昇
し
て
い
る
こ
と
が
背

景
に
あ
り
ま
す
。
岸
田
政

権
は
国
民
生
活
の
苦
し
さ

を
顧
み
ず
、
軍
事
費
に
国

民
の
大
事
な
税
金
を
回
そ

う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

を
止
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

消
費
税
を
減
税
が�

�

最
も
効
果
的

物
価
高
騰
は
あ
ら
ゆ
る

分
野
に
及
ん
で
い
ま
す

が
、
政
府
の
対
策
は
、
ガ

ソ
リ
ン
や
輸
入
小
麦
、
電

気
・
ガ
ス
代
と
い
っ
た
部

分
的
・
一
時
的
な
価
格
政

策
だ
け
で
す
。
物
価
高
騰

へ
の
対
策
と
し
て
は
、
消

費
税
の
減
税
が
最
も
効
果

的
で
あ
り
、
社
会
保
障
や

教
育
の
公
的
負
担
を
軽
減

し
て
、
消
費
の
減
退
と
景

気
の
後
退
を
防
い
で
国
民

の
生
活
を
守
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
コ
ロ
ナ
以

降
、
世
界
の
１
０
０
カ
国

・
地
域
で
消
費
税
（
付
加

価
値
税
）
の
減
税
が
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

大
企
業
の
内
部
留
保�

　

５
０
５
兆
円
を�

　
　

取
り
戻
そ
う
！

全
労
連
・
国
民
春
闘
共

闘
委
員
会
は
、
１１
月
２４
日

～
２５
日
の
国
民
春
闘
討
論

集
会
を
開
催
し
て
、
黒
澤

事
務
局
長
は
「
物
価
高
騰

分
と
生
活
改
善
分
月
額
２

万
５
千
円
と
合
わ
せ
、
１０

％
以
上
の
賃
上
げ
要
求
を

提
案
し
て
い
ま
す
。
３
万

円
を
目
途
に
議
論
を
詰
め

た
い
、
２５
年
ぶ
り
の
要
求

に
な
る
。
時
間
額
は
２
０

０
円
引
き
上
げ
」
を
示
し

て
い
ま
す
。

連
合
は
１２
月
１
日
の
中

央
委
員
会
で
基
本
給
を
底

上
げ
す
る
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ

（
ベ
ア
）
で
３
％
程
度
、

定
期
昇
給
（
定
昇
）
を
合

わ
せ
た
賃
上
げ
要
求
を
５

％
程
度
に
設
定
し
、
１
９

９
５
年
以
来
２８
年
ぶ
り
の

高
水
準
の
目
標
に
な
る
と

日
経
新
聞
は
報
道
し
て
い

ま
す
が
、
生
活
が
維
持
で

き
な
い
不
十
分
な
引
き
上

新
型
コ
ロ
ナ
の
「
第
７

波
」
は
、
感
染
者
数
１
２

０
０
万
人
超
、
死
者
数
１

万
４
千
万
人
あ
ま
り
と
過

去
最
悪
の
事
態
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
が
明
ら
か
に
し
た
こ
と

は
、緊
急
時
の
対
応
に
は
、

平
時
の
医
療
提
供
体
制
に

余
裕
が
必
要
と
い
う
こ
と

で
す
。

秋
の
臨
時
国
会
で
成
立

し
た
感
染
症
法
等
改
定
案

は
、
コ
ロ
ナ
「
第
８
波
が

増
え
て
い
る
状
況
の
中
で

地
域
医
療
を
破
壊
す
る
ひ

げ
額
で
す
。

大
企
業
の
内
部
留
保
は

５
０
５
兆
円
を
超
え
て
い

ま
す
。
も
と
も
と
労
働
者

が
働
い
て
生
み
出
し
た
価

値
が
適
正
に
労
働
者
に
配

分
さ
れ
ず
に
企
業
側
に
過

剰
に
内
部
留
保
と
し
て
蓄

積
さ
れ
た
価
値
で
す
か

ど
い
内
容
で
す
。
具
体
的

に
は
、
都
道
府
県
と
医
療

機
関
が
病
床
確
保
な
ど
に

つ
い
て
事
前
に
「
協
定
」

を
結
び
、
医
療
機
関
が
正

当
な
理
由
な
く
協
定
に
沿

っ
た
対
応
が
で
き
て
い
な

か
っ
た
場
合
は
、
勧
告
・

指
示
、
病
院
名
の
公
表
や

大
学
病
院
な
ど
の
特
定
機

能
病
院
や
地
域
医
療
支
援

病
院
に
は
、
診
療
報
酬
の

加
算
が
受
け
ら
れ
な
く
な

る
承
認
取
り
消
し
と
い
う

重
い
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
が
課

さ
れ
ま
す
。

今
の
医
療
機
関
に
必
要

な
の
は
、
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー

で
は
な
く
リ
ス
ペ
ク
ト
で

す
。
特
定
機
能
病
院
や
地

域
医
療
支
援
病
院
の
承
認

取
り
消
し
は
、
地
域
医
療

を
崩
壊
さ
せ
る
も
の
で
あ

り
、
や
め
る
べ
き
で
す
。

２
年
で
５
６
１
６
床
も

消
費
税
で
削
減

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
り
な
が

ら
病
床
削
減
を
促
進
す
る

補
助
金
が
継
続
さ
れ
て
い

ま
す
。
民
間
病
院
の
病
床

も
含
め
て
２
０
２
０
年
と

２１
年
で
５
６
１
６
床
が
消

費
税
を
財
源
と
し
て
削
減

さ
れ
ま
し
た
。
物
価
高
で

も
消
費
税
減
税
を
拒
み
、

「
消
費
税
増
税
は
社
会
保

障
の
た
め
」
と
い
う
説
明

と
は
か
け
離
れ
た
病
床
削

減
を
す
る
政
府
に
私
た
ち

は
、
声
を
上
げ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

（
編
集
委
員
　
松
尾
）

ら
、
春
闘
で
労
働
者
の
賃

金
に
配
分
さ
せ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。賃
上
げ
は
、

政
府
に
任
せ
て
い
て
は
賃

金
が
あ
が
り
ま
せ
ん
。
労

働
組
合
に
結
集
し
て
引
き

揚
げ
ま
し
ょ
う
。

�

（
編
集
委
員
　
惠
藤
）

賃上げ要求１０％以上、３万円引き上げを
―全労連・国民春闘共闘提案―

軍
事
費
よ
り
国
民
生
活
が
大
事

許
せ
ま
せ
ん
！
病
床
削
減
は
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※�グラフは２０２０年～２０２２年までのデータ
を基に作成しています。
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岸
田
政
権
は
、
安
保
３

文
書
を
改
訂
し
、
軍
事
費

を
大
幅
に
増
加
さ
せ
、
専

守
防
衛
を
転
換
し
敵
基
地

攻
撃
能
力
を
保
有
す
る
軍

拡
路
線
を
閣
議
決
定
で
進

め
ま
す
。
そ
の
理
由
は
、

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
情
勢
、
台
湾
有
、
事
、

北
朝
鮮
ミ
サ
イ
ル
問
題
で

す
。
安
保
３
文
書
改
定
は

日
本
の
将
来
を
危
険
な
方

向
へ
大
き
く
転
換
さ
せ
る

重
大
な
問
題
で
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
福
岡

福
岡
で
千
秋
楽
を
迎
え

る
『
一
万
石
の
恋
』
が
、

１１
月
２４
日
（
木
）
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
開
演
前
か

ら
長
蛇
の
列
が
で
き
、
５

０
０
名
近
く
の

お
客
様
が
来
場

さ
れ
ま
し
た
。

実
行
委
員
は

１７
時
よ
り
前
進

座
の
俳
優
さ
ん

た
ち
と
顔
合
わ

せ
を
行
い
、
開

演
前
に
公
演
の

成
功
に
向
け
て

気
持
ち
を
合
わ

●
米
レ
イ
バ
ー
ノ
ー
ツ

　

バ
ー
バ
ラ
さ
ん
を

　

迎
え
て
学
習
会

　
１２
月
２２
日
（
木
）

　
１７
：
３０
～
２０
：
３０

　
１２
月
２３
日
（
金
）

　
１４
：
００
～
１７
：
００

　
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

　
ホ
ス
ト
会
場

　
全
労
連
会
館
ホ
ー
ル

●�

福
岡
地
区
春
闘
討
論
集

会
　
１
月
２２
日
（
日
）

　�

会
場
９
：
３０
開
会
１０
：

００
～
閉
会
１７
：
００

　
第
５
博
多
偕
成
ビ
ル

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

み
ん
な
で
声
を
上
げ
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

�

（
編
集
委
員
　
内
田
）

前
号
（
１１
月
号
）
で
は

地
球
温
暖
化
に
よ
る
世
界

の
食
料
危
機
を
書
き
ま
し

た
が
、
今
号
（
１２
月
号
）

は
、
日
本
の
農
業
経
営
が

重
大
な
窮
地
に
陥
っ
て
い

る
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
農
業
は
国
民
の
命
と

国
土
を
守
る
土
台
で
す
。

日
本
の
食
糧
自
給
率
は
、

史
上
最
低
の
３７
・
１７
％
ま

で
下
落
し
て
い
ま
す
。
食

料
の
約
６
割
ま
で
を
も
輸

入
に
頼
る
日
本
は
危
う
い

状
況
で
す
。
日
本
は
食
料

安
全
保
障
を
確
保
す
る
た

ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
る
物

流
寸
断
や
ロ
シ
ア
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
略
を
受
け
て
、

食
料
確
保
に
奔
走
す
る
国

が
出
て
き
た
た
め
、
海
外

に
食
料
を
大
き
く
依
存
し

続
け
る
リ
ス
ク
を
あ
ら
た

め
、
輸
入
拡

大
に
力
を
入

れ
て
き
ま
し

た
が
、
自
然

条
件
に
恵
ま

れ
た
日
本
が

自
給
率
を
高

め
、
他
国
か

ら
の
輸
入
に

頼
ら
な
い
こ

と
は
国
際
貢

献
に
も
な
り

め
て
認
識
す
る
事
態
と
な

っ
て
い
ま
す
。
日
本
が
食

糧
不
足
に
陥
ら
な
い
た
め

に
は
、
備
蓄
の
増
加
が
不

可
欠
で
コ
メ
生
産
の
拡
大

が
急
務
で
す
。
政
府
は
農

産
物
の
輸
出
額
を
２
０
３

０
年
ま
で
に
５
兆
円
に
増

や
す
目
標
を
掲
げ
ま
す

が
、
コ
メ
作
り
の
活
性
化

は
水
田
の
維
持
を
通
じ
て

農
業
用
水
の
食
料
や
景
観

保
全
、
農
村
形
成
な
ど
に

も
つ
な
が
り
、
連
作
障
害

を
起
こ
さ
な
い
優
れ
た
生

産
装
置
で
も
あ
る
水
田
を

フ
ル
活
用
す
べ
き
で
す
。

使
わ
れ
な
く
な
っ
た
水
田

を
放
置
す
る
の
で
は
な

く
、
畑
に
変
え
て
飼
料
用

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
つ
く
る

の
も
選
択
肢
の
一
つ
で
す
。

�

（
編
集
委
員
　
惠
藤
）

〈
労
働
組
合
と
地
球
環
境
問
題
を
考
え
る
⑫
〉

日
本
国
内
で
食
料
確
保
の
道
は

�

コ
メ
生
産
の
拡
大
が
急
務

県
の
築
城
基
地
で
は
、
１１

月
１０
日
か
ら
１０
日
間
、
ア

メ
リ
カ
軍
の
Ｆ
１５
、
１２
機

が
嘉
手
納
基
地
か
ら
飛
来

し
、
自
衛
隊
の
Ｆ
２
と
連

携
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

地
元
住
民
は
、
今
回
の
訓

練
に
よ
る
国
際
的
緊
張
が

高
ま
る
と
し
て
、
抗
議
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
２６
年
か
ら
３１
年
ま
で

に
弾
道
ミ
サ
イ
ル
防
衛
シ

ス
テ
ム
の
配
備
を
計
画
し

て
お
り
、
そ
の
中
に
は
飯

塚
市
の
自
衛
隊
駐
屯
地
も

含
ま
れ
、
身
近
に
戦
争
が

近
づ
い
て
い
る
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

外
交
に
よ
る
平
和
的
解

決
の
ス
タ
ン
ス
を
持
た

ず
、
軍
事
力
強
化
を
進
め

る
岸
田
政
権
の
方
針
は
、

ひ
と
た
び
有
事
に
発
展
す

れ
ば
、
攻
撃
の
対
象
に
な

る
可
能
性
も
高
く
、
身
近

な
地
域
で
犠
牲
者
が
出
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

台
湾
有
事
が
勃
発
し
た
場

合
な
ど
、
ア
メ
リ
カ
の
戦

争
に
集
団
的
自
衛
権
の
行

使
と
し
て
参
戦
す
る
こ
と

に
な
れ
ば
、
福
岡
空
港
に

は
米
軍
基
地
も
あ
り
、
攻

撃
の
的
と
な
る
こ
と
は
避

け
ら
れ
ま
せ
ん
。
マ
ス
コ

ミ
が
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の

報
道
に
加
熱
し
、
国
民
に

国
の
重
要
な
方
針
転
換
が

伝
わ
り
に
く
い
時
こ
そ
、

《
安
保
３
文
書
の
改
定
》

戦
争
に
近
づ
く
方
針
転
換

を
許
す
な

今
回
の
準

備
期
間
は
、

２
か
月
と
期

間
が
短
か
っ

た
に
も
関
わ

ら
ず
、
実
行

委
員
会
の
み

な
さ
ん
が
協

力
し
合
い
素

晴
ら
し
い
公

演
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま

せ
ま
し
た
。

演
劇
が
始
ま
る
と
客
席

か
ら
は
絶
え
ず
笑
い
声
が

聞
こ
え
ま
し
た
。
今
回
の

演
劇
は
、
九
州
で
千
秋
楽

だ
っ
た
た
め
俳
優
さ
ん
た

ち
も
気
合
が
入
っ
て
い
た

の
か
、
迫
真
の
演
技
で
客

席
を
沸
か
せ
て
い
ま
し
た
。

『
一
万
石
の
恋
』公
演
大
成
功
‼

解
説　

安
保
３
文
書
改
定

安
保
３
文
書
と
は
、「
新
た
な
国
家
安
全
保
障
戦
略
」

「
防
衛
計
画
の
大
綱
」「
中
期
防
衛
力
整
備
計
画
」
の

こ
と
で
、
防
衛
の
在
り
方
（
専
守
防
衛
な
ど
）
や
保
持

す
る
防
衛
力
の
水
準
（
軍
事
費
の
基
準
な
ど
）
を
規
定

し
て
い
る
も
の
で
す
。
岸
田
内
閣
は
、
こ
の
３
文
書
を

改
定
し
、
専
守
防
衛
の
方
針
を
大
き
く
転
換
す
る
「
反

撃
能
力
（
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
）」
を
明
記
す
る

こ
と
で
先
制
攻
撃
を
可
能
と
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、
Ｇ
Ｄ

Ｐ
１
％
と
し
て
き
た
防
衛
費
の
基
準
を
突
破
さ
せ
、
大

軍
拡
を
進
め
、
そ
の
財
源
は
消
費
税
増
税
、
社
会
保
障

削
減
が
狙
わ
れ
て
い
ま
す
。
安
全
保
障
の
大
幅
な
方
針

転
換
を
閣
議
決
定
で
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
憲
法
違
反

の
改
定
に
批
判
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

し
た
。
福
岡
地
区
労
連
は

こ
の
絆
を
大
切
に
し
、
こ

の
絆
を
運
動
に
つ
な
げ
、

協
力
し
合
い
な
が
ら
活
動

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

�

（
編
集
委
員
　
松
尾
）

これまでの
専守防衛

敵基地
攻撃能力

司令部
政府

滑走路 ミサイル発射地点

日本への侵攻を撃退、
ミサイルを迎撃

自民党は相手が先に攻撃したことに対する
「反撃能力」で、「専守防衛」の範囲内と主張

攻撃 攻撃

攻撃

撃退

撃退

迎撃
撃退

艦船

戦闘機

戦闘機

艦船

長射程ミサイル

こ
れ
ま
で
の
「
専
守
防
衛
」
の
考
え
方
と

岸
田
政
権
が
検
討
す
る
敵
基
地
攻
撃
能
力
イ
メ
ー
ジ

顔合わせにて河原崎國太郎氏より色紙の贈呈

実行委員のみなさん、お疲れ様でした。
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